
育
児
離
乳
食
相
談

「
離
乳
食
っ
て
、
何
か
ら
食
べ
さ

せ
れ
ば
い
い
の
？
」、「
な
か
な
か

食
べ
て
く
れ
な
い
」
そ
ん
な
育
児

の
悩
み
に
管
理
栄
養
士
が
お
答
え

し
ま
す
。

㊐　
３
月
９
日
火
午
後
１
時
30
分

か
ら
（
受
付
時
間
／
午
後
１
時

30
分
～
２
時
）

場　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
育
児
相
談
、
身
体
測
定
、
離

乳
食
講
座

対　
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

定　
10
人
（
先
着
順
）

講
師　
管
理
栄
養
士
、
保
健
師

料　
無
料

　
母
子
手
帳
・
バ
ス
タ
オ
ル
・

保
護
者
は
マ
ス
ク
の
着
用
を
お

願
い
し
ま
す
。

問　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　

ｔ
２
９
４

−
５
５
１
１

～
遺
言
・
相
続
の
疑
問
に

　
　
　
　
　
お
答
え
し
ま
す
～

㊐　
２
月
20
日
土

　
　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

電
話
番
号　
０
４
８

−

８
７
２

−

８
０
５
５

※
予
約
不
要
。
当
日
の
み
通
話
可

能
で
す
。

料　
無
料

※
通
話
料
は
相
談
者
の
負
担
で
す
。

問　
埼
玉
司
法
書
士
会
事
務
局

　

ｔ
０
４
８−

８
６
３−

７
８
６
１

遺ゆ
い
言ご
ん
・
相
続
無
料

電
話
相
談
会

㊐　
２
月
21
日
日

■
講
演
会

時
間　
午
後
１
時
30
分
～
２
時
30

分
対　
障
害
者
（
身
体
・
精
神
）
お

よ
び
そ
の
ご
家
族
、
障
害
に
関

心
の
あ
る
人

申　
不
要
で
す
。
直
接
会
場
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

■
相
談
会

時
間　
午
後
２
時
40
分
～
４
時　

申　
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
当
日
申
込
み
も
可
能
で
す
。
た

だ
し
事
前
申
込
者
を
優
先
し
ま
す
。

【
共
通
事
項
】

場　

日
高
ア
リ
ー
ナ
会
議
室
１

（
日
高
市
南
平
沢
１
０
１
０
）

講
師
・
相
談
員　
社
会
保
険
労
務

士
（
年
金
サ
ポ
ー
ト
会
会
員
）

料　
無
料

問　
社
会
保
険
労
務
士
年
金
サ
ポ

ー
ト
会

　

ｔ
０
４−

２
９
４
９−

１
５
０
７

　

ｆ
０
４−

２
９
４
７−

４
０
１
５

障
害
年
金
講
演
会
・

相
談
会
を
開
催
し
ま
す

～
一
人
で
悩
ま
ず
相
談
し
よ
う
～

「
探
し
物
が
多
く
な
っ
た
」、「
同

じ
こ
と
を
繰
り
返
し
言
う
」、「
最

近
怒
り
っ
ぽ
く
な
っ
た
」
な
ど
悩

み
や
不
安
を
抱
え
て
い
ま
せ
ん

も
の
忘
れ
相
談
会

　
相
談

ご
寄
附
あ
り
が
と
う

　
　
　
　
ご
ざ
い
ま
す

町
政
一
般
へ
の
活
用
の
た
め

・
武
蔵
野
瓦が

斯す

株
式
会
社
様

10
万
円

か
？　
も
の
忘
れ
相
談
会
は
個
別

で
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
お
話
を
伺
い

ま
す
。予
約
制
に
な
り
ま
す
の
で
、

興
味
が
あ
る
人
は
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

㊐　
２
月
18
日
木

　
　
午
前
10
時
～
正
午

場　
中
央
公
民
館

　
も
の
忘
れ
や
認
知
症
に
関
す

る
相
談
な
ど

対　
町
内
在
住
で
、
も
の
忘
れ
や

認
知
症
に
つ
い
て
不
安
が
あ
る

人
や
家
族

申　
２
月
17
日
水
ま
で
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。（
電
話
可
）。

問　
役
場
高
齢
者
支
援
課
高
齢
者

福
祉
係
ｔ

１
２
７
・
１
２
８

関
東
財
務
局
で
は
、
金
融
取
引
や

多
重
債さ

い
務む

に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
に

つ
い
て
、
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
の

相
談
を
無
料
で
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
一
人
で
悩
ま
ず
に
、
ま
ず
は

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

詐
欺
的
な
投
資
勧
誘
に
関
す
る
相
談　

ｔ
０
４
８−

６
１
３−

３
９
５
２

電
子
マ
ネ
ー
詐
欺
相
談
（
架
空
請

求
等
）

　

ｔ
０
４
８−

６
０
０−

１
１
５
２

多
重
債
務
相
談
（
借
金
返
済
の
悩

み
相
談
）

　
ｔ
０
４
８−

６
０
０−

１
１
１
３

新
型
コ
ロ
ナ
に
関
す
る
金
融
相
談

ダ
イ
ヤ
ル

　
ｔ
０
４
８−

６
１
５−

１
７
７
９

財
務
省
関
東
財
務
局
へ

ご
相
談
を
！

※新型コロナウイルス感染症の状況により、イベントが中止・延期・変更になる場合があります。

16２０２１．２



町の無料相談
相談種類 日にち 時間 相談場所 申込み・問合せ

法律相談
弁護士 ２/９（火）、２/22（月）

３/９（火）、３/22（月） 13 :30～16 :00 役場会議室
（当面の間、電話にて実施）役場総務課ｔ 313（要予約）

行政書士 ２/17（水）、３/17（水） 10 :00～15 :00 役場会議室 役場総務課ｔ 313
人権・行政相談 ２/12（金）、３/11（木） 13 :30～16 :00 役場会議室 役場総務課ｔ 313（要予約）

成人健康相談
３/８（月） 9:00～12 :00 保健センター

保健センターｔ294−5511
２/２（火） 9:30～11 :30 役場1階町民ホール

電話健康相談 平日 9:00～17 :00 保健センターｔ294−5511
育児ほっと相談室 ２/１（月）、３/１（月） 10 :00～11 :45 保健センターｔ294−5511

もの忘れ相談会 毎月第3木曜日 10:00～12 :00 中央公民館 地域包括支援センター
ｔ295−2112 126

子育て相談
なんでも話してみよう

２/12（金）、３/12（金）
10 :00～11 :00

役場相談室 子育て支援センター
ｔ294−4820（役場相談要予約）２/26（金）、３/26（金） 子育て支援センター

教育相談 平日 10:00～16 :30 教育センターｔ295−2525（電話相談可）
心配ごと相談 毎月第２・４水曜日 10:00～12 :00 社会福祉協議会（ウィズもろやま内）ｔ295−3111
消費生活相談 毎週火曜日 10:00～15 :00 役場相談室 役場産業振興課ｔ 214
生活困窮者自立相談
※生活保護受給者以外 平日 8:30～17 :00 アスポート相談支援センター埼玉西部毛呂山出張所

（ウィズもろやま内）ｔ080−2274−1445

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、中止となる可能性があります。
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  入
いる

間
ま

県
けん

と毛呂山の村々

　～廃
はい

藩
はん

置
ち

県
けん

の時代～

歴史散歩
第320回

　

今
か
ら
１
５
０
年
前
の
明
治
４
年（
１
８
７
１
）、

明
治
政
府
に
よ
り
大
き
な
行
政
改
革
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
各
地
方
領
主
に
よ
る
独
自
の
自
治
を
行
っ
て
い

た
「
藩
」
を
廃
止
し
、
明
治
政
府
が
定
め
る
統
一
的

な
制
度
の
も
と
、地
方
自
治
を
行
う
「
府
」
や
「
県
」

を
置
く
「
廃
藩
置
県
」
で
す
。
こ
の
制
度
は
、
江
戸

時
代
に
様
々
な
領
主
の
も
と
に
管
理
さ
れ
て
い
た
村

々
が
、
埼
玉
県
と
い
う
大
き
な
行
政
区
域
に
ま
と
め

ら
れ
て
い
く
大
き
な
改
革
で
し
た
。

　

明
治
時
代
以
前
、
現
在
の
毛
呂
山
町
域
に
は
22
の

村
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
江
戸
幕
府
が
直
接
管
理
す
る

「
天て
ん

領り
ょ
う」

と
幕
臣
で
あ
る
旗
本
が
管
理
を
行
う
「
知ち

行ぎ
ょ
う

地ち

」、
そ
し
て
遠
方
の
藩
が
幕
府
か
ら
所
領
と
し

て
与
え
ら
れ
て
管
理
す
る
よ
う
に
な
っ
た
藩
領
地
の

「
飛と
び

地ち

」
に
分
か
れ
て
い
ま
し
た
。

　

江
戸
時
代
後
期
に
は
、
毛
呂
山
の
村
々
は
旗
本
の

知
行
地
と
各
藩
の
飛
地
の
み
と
な
り
ま
し
た
が
、
天

領
や
知
行
地
、
藩
の
飛
地
が
混
在
す
る
状
況
は
、
全

国
の
至
る
と
こ
ろ
に
存
在
し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、

明
治
元
年
か
ら
進
め
ら
れ
た
明
治
政
府
の
行
政
改
革

は
、
天
領
と
旗
本
の
知
行
地
を
「
県
」
に
ま
と
め
る

こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　

毛
呂
山
の
村
々
で
は
、
久く

留る

里り

藩は
ん

（
現
在
の
千
葉

県
君
津
市
）
の
飛
地
だ
っ
た
葛
貫
村
と
古こ

河が

藩は
ん

（
現

在
の
茨
城
県
古
河
市
）
が
管
理
し
て
い
た
市
場
村
を

除
く
20
村
は
、
武む

蔵さ
し

知ち

県け
ん

事じ

と
い
う
武
蔵
国
を
管
轄

す
る
地
方
長
官
の
も
と
で
管
理
さ
れ
た
後
に
、
明
治

２
年
に
成
立
し
た
「
品し
な

川が
わ

県け
ん

」
に
編
成
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
明
治
４
年
７
月
の
「
廃

藩
置
県
」
に
よ
り
古
河
藩
、
久
留
里
藩
が
廃
止
さ
れ

た
事
に
と
も
な
い
、
市
場
村
、
葛
貫
村
を
含
む
22
村

は
、
11
月
に
新
設
さ
れ
た
「
入
間
県
」
に
編
入
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
、
毛
呂
山
の
村
々
が
初
め
て
同
じ
行

政
区
に
ま
と
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

入
間
県
は
、
２
年
後
の
明
治
６
年
に
群
馬
県
と
の

合
併
で
「
熊く
ま

谷が
や

県け
ん

」
と
な
り
消
滅
し
ま
し
た
が
、
毛

呂
山
の
村
々
が
一
行
政
区
に
ま
と
ま
っ
た
「
廃
藩
置

県
」
と
い
う
行
政
改
革
は
、
近
代
化
を
進
め
政
府
の

政
策
を
地
方
へ
浸
透
さ
せ
よ
う
と
し
た
明
治
時
代
を

表
す
象
徴
的
な
出
来
事
で
し
た
。

　

明治４年11月に成立した入間県（左）と埼玉県（右）


